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A B C D

（１）保育目標の具体化に向け、乳幼児の実態を踏まえ
た重点目標を設定しているか。

〇
発達課題を明記して、保育目標を具体化し
ている。

（２）目標は、施設や地域の特色を生かしているか。 〇
特色ある保育理念を目標とし,、その保育理
念を生かせるよう定めている

（３）目標は、社会の要請や保護者の願いを反映してい
るか。

〇
保育所保育指針の目標に沿うように努力
し、保護者の願いについても、出来る限り
取り入れるよう努力している。

（４）目標は、全職員で検討し、かつ共通理解を図って
いるか。

〇
年初の職員会議及び、月一度の職員会議に
おいても、常に確認をし共通理解を図って
いる。

（１）指導計画は、乳幼児の実態に即して作成している
か。

〇
年初において、年齢別の指導計画を作成
し、日々の保育において実践するようにし
ている。

（２）保育所保育指針に基づく援助・支援を適切に行っ
ているか。

〇
保育所保育指針に基づき、子どもに対する
援助と子育て支援の実施を目指している。

（３）環境の構成を意識した保育や課程を常に工夫して
いるか。

〇
人的・物的・自然的環を意識した課程を目
指し、日々の保育の実践において、工夫す
るよう努力している。

（４）素材・用具を適切に活用しているか。 〇
それぞれ、適切な活用方法を遵守する中
で、様々な素材を用いたり、保育用具につ
いても工夫して使用している。

（５）第三者による評価結果を基に、穂言うの改善に努
めているか。

〇
保護者へのアンケートを実施して保育の改
善に努めるよう実施している。

（１）一日の流れ（デイリープログラム等）は現行で良
いか。

〇
現行の一日の流れは、子どもたちのリズム
に合っている。

（２）保育時間は地域や保護者の要望に応えているか。 〇
保護者のニーズに注意を払っており、必要
な要望に応えている。

（１）行事の種類や実施回数は適切か。 〇
運動会・発表会の種類などは適切であると思
うが、遠足等に関しては、コロナウイルスの
影響もあったため、実施が難しかった。

（２）行事のねらいを計画や実施に十分生かしている
か。

〇
行事の主担当保育士を中心に、共通理解の
もとに実施している。

（３）乳幼児の活動範囲を明確にし、自主的・実践的な
活動にしているか。

〇
それぞれの年齢に合わせて、自主的に決め
たものを実践できるように指導している。

（４）計画・実施・評価・改善の体制をとっているか。 〇
計画・実施については良いが、それを評価
し、改善につなげていくことが課題であ
る。

（５）保護者の願いや意見を取り入れているか。 〇
出来うる限り、保護者の要望に応えようと
検討している。

A B C D

（１）能率的、合理的な運営組織になっているか。 〇
職員会議・管理職チーム・各委員会などの
組織運営を行っている。

（２）職務内容が明確で、協働できる体制になっている
か。

〇
それぞれの職務内容を理解し、職員相互に
よる協働体制をとっている。

（３）職員の配置は適材・適所か。 〇
職員の職場内での働き方を確認しならが
ら、本人の適性などについて、検討・考慮
し配置を実施している。
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（４）係や仕事の分担・割り当ては適切か。 〇
仕事の分担に偏りが無いように配慮し、早
番・遅番の対応はローテーション表を作成
して実施している。

（１）各種会議を適切かつ効率的に進めているか。 〇
委員会時においては、議案書を作成の上、
効率よく適切に会議を進められるよう務め
ている。

（２）職員相互がそれぞれ全体的立場を理解し、協力や
助言を惜しむことなく施設の運営に関わっているか。

〇
職員に対して、施設運営についての話をし
て、理解を深めていけるようにしている。

（３）打ち合わせ回数、時間、内容は適切か。 〇
それぞれの職務の合間を利用し、各時間調
整を図って必要な打ち合わせをおこなって
いる。

（１）年齢別・クラス目標は、保育目標や重点目標に基
づいて設定しているか。

〇
1年ごとの保育目標と週案、月案による目
標を定めて、保育をしている。

（２）年齢別・クラス目標は、乳幼児の実態に即して設
定しているか。

〇
年齢による成長や、乳幼児の実態に即した
目標設定を設定している。

（３）年齢別・クラス目標に迫る短期・長期のねらいは
適切に設定しているか。

〇
年間・月間・週間・日案において、それぞ
れのねらいを定め、保育をしている。

（４）同年齢及び異年齢時間の効率的な活動の充実を
図っているか。

〇

コロナウイルスの影響もあり、以前ほどの異
年齢児交流は少なくなっているが、兄弟姉妹
関係の中、それぞれのクラスの理解を深めて
いる。

（５）意義や趣旨を理解したチーム－を行っているか。 〇
各保育士には、意義や趣旨を理解してもら
い、より良いチームとなれるよう行ってい
る。

（６）評価、資料（諸記録）を集積しているか。 〇 各園児の記録などを書き留めている。

（１）年齢別・クラス運営に生かされるような具体的保
健対策を講じているか。

〇
1年ごとの保育目標と月案による目標を定
めて、保育の中で実践している。

（２）避難訓練・交通安全指導を、計画に基づいて適切
に実施しているか。

〇
避難訓練は、年間計画に基づき、月１回実
施。交通安全指導も実施している。

（３）健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のた
め、家庭への啓発を行っているか。

〇
保健だよりを季節ごとに発行し、家庭でも
実践してもらえるように啓発している。

（４）乳幼児の安全確保のため、家庭・地域社会・関係
機関等と連携を図っているか。

〇
家庭からの情報提供などを参考にして、感
染予防に努めている。また、関係機関と連
携し、避難訓練等を実施している。

（１）研究主題は、保育目標の具現化に繋がるものであ
るか。

〇
保育目標達成のため、研究主題を設けてい
る。

（２）保育所内研修の計画・運営は適切か。 〇 毎月、グループごとの研修をしている。

（３）研究の成果を日常の保育に生かし、乳幼児の育ち
に反映させているか。

〇 研究保育を公開し、意見交換をしている。

（１）各種研究会、研修会、講習会への参加態勢の充実
を図っているか。

〇
研修会などの周知を図り、希望する職員に対
して、職場内のシフトについて便宜を図り、
参加しやすい体制を整えている。

（２）各種研究会、研修会、講習会での内容を保育所内
に還元しているか。

〇
職員会議や内部研修等において、研修報告
を実施し、その内容について周知してる。

（１）乳幼児や保護者に関する個人情報を適正に取り
扱っていますか。

〇
就業規則などに守秘義務を課し、それぞれ
の職員に適正に取り扱うよう、指導してい
る。

（２）公文書収受、発送、処理を適切に行っているか。 〇
公文書収受・発送・処理は適切に行ってい
る。

（３）各表簿は、適切な時間・方法で作成しているか。 〇
各表簿は、適正な時間・方法で作成してい
る。

（１）施設内外・設備の安全点検を計画的に行っている
か。

〇
施設内外の設備について、適時安全点検を
行っている。

（２）遊具・用具などを、活用しやすいように整理・保
管しているか。

〇
遊具・用具などの収納棚を設置して整理・
保管している。
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（３）不審者などに対応する周到な配慮を行っている
か。

〇
出入り口の施錠などは実施しているが、さす
又の準備など、不審者が入ってきたときにど
う対応するか、準備が不十分である。

（４）掲示板、掲示場所などを適切かつ効果的に活用し
ているか。

〇
送迎時に目に入る各部屋の入り口に掲示
し、同じ内容をラインにも送信しより必要
事項の連絡・周知を行っている。

（１）各種会計を適正かつ適切に処理しているか。 〇
各種会計処理を適正かつ適切に処理してい
る。

（２）予算管理を適切に行っているか。 〇
予算に対する支出に注意を払い、必要に応
じて、補正予算を組んで対処している。

（３）毎日の収支について、適切に管理をしているか。 〇
毎日の収支については、経理規定に基づき
適切に処理・管理している。

（１）他の施設の指導者同士が、打ち合わせや事前研修
などを行い、互いの保育・教育に対しての理解を深め、
援助について共通理解を図っているか。

〇 コロナのため、交流などは控えている。

（２）参観や保育・授業などに参加するなどして、小学
校などの教育を理解しているか。

〇
小学校の授業に参加するなどは実施できてい
ないが、近隣の小学校へ施設見学に出向き学
校を理解することに繋げている。

（３）日常的に情報を交換し、それを交流活動に生かし
ているか。

〇
他施設との交流は、コロナ禍のため実施は
難しかった。

（１）参観時間を制限せず、保護者以外も対象にした参
観日などを設定しているか。

〇 コロナ禍のため実施は難しかった。

（２）保護者を含む地域の人材活用の時期、内容は適切
か。

〇
地域の人材に依頼して、クラシックバレ
エ、茶道、空手などの指導をお願いしてい
る。

（３）乳幼児の興味や関心に基づいて地域社会・その他
の施設と交流しているか。

〇
地域社会や他施設との交流は、コロナ禍の
ため実施は難しかった。

（４）地域の行事に積極的に参加し、地域の文化や生活
に触れているか。

〇 コロナの影響がなくなった際は検討する。

（１）地域の子育てセンターとして、園庭や保育士等を
開放しているか。

〇
一時保育、園庭解放を実施しているが、コ
ロナ禍のため、実施に慎重を期している。

（２）地域に住む子どもどうし、或いは親子が一緒に遊
ぶことができるような場の設定を行っているか。

〇 月一度の子供会を実施している。

（３）「子育てについて」など、保護者を対象とした学
習の機会を設定しているか。

〇
コロナ禍のため親の集いは実施できなかっ
た。

（４）職員による育児に係る「子育て相談」は充実して
いるか。

〇
希望する保護者や、子どもの発達につい
て、必要な場合、相談する機会を設けてい
る。

（５）医療機関、児童相談所、子育て支援センターなど
の専門機関と連携を図り、保護者にとって必要な情報を
提供しているか。

〇
発達について課題のある乳幼児への支援
と、施設との連携を図っている。

（１）保育所だより、クラス通信、ホームページなどで
施設の情報を発信しているか。

〇
萌だよりの発行・ホームページを利用した
施設情報の発信に努めている。

（２）行事や子育て支援事業などを、地域の連絡会や児
童施設、小学校に対して周知しているか。

〇
地域の連絡会や児童施設、小学校に対して
周知出来るように検討したい。

（１）第三者評価を導入し、施設運営に反映している
か。

〇
保護者に対してアンケートを実施し、結果
を職員で共有し、施設運営に生かせるよう
に、利用している。

（２）地域や保護者の意見を施設運営に反映している
か。

〇
実施可能なところから、改善に努めてい
る。
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